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調査研究

• 調査研究の要はアンケート

• アンケートを侮るなかれ

• まず、体験してみよう



アンケートは気持ちを引き出すものでなければ
ならない

• 例

• 実習が終わった！みんなで食事会（飲み会）
をしよう

• この食事会、目的はなんだろう（アンケートで
は目的をきちんと考えて設計しないと、無駄
な作業どころか、苦労を与えるだけになる）



みんなで楽しめる会にしよう

場所
居酒屋か ファミレスか
歩いていけるところか 車でいくところか
大学の近くか 駅近くか

時期と規模
平日 夜 週末 夕方
個室的 全員入れるところか

料理
和風か 洋風か
2000円以内か 以上か
飲み放題か 別か

アクティビティ 移動
カラオケ（２次会）つけるか 否か
車なら乗り合いか 一般交通機関か

打ち上げ会の要因



これらの要因から、対比する質問を
具体的に書いてみる



場所

居酒屋か ファミレスか

歩いていけるところか 車でいくところか

大学の近くか 駅近くか

時期と規模
平日 夜 週末 夕方
個室的 全員入れるところか

料理
和風か 洋風か
2000円以内か 以上か
飲み放題か 別か

アクティビティ 移動
カラオケ（２次会）つけるか 否か
車なら乗り合いか 一般交通機関か

どちらでもよい

居酒屋 ファミレス
どちらでもよい

歩き 車
どちらでもよい

大学近 駅近

どちらでもよい

和風 洋風

・
・
・

・
・
・



• 質問は、項目ごとに相反する意見を描き、回
答は該当する箇所に〇印をつけるようにする。

• このように具体的な質問をすることにより、打
ち上げ会に参加する人たちが調査時には関
心がなかったこと、気づかなかったことに気づ
かせることにもなる。

• これらのアンケート用紙を全員に記入しても
らうと、各質問の評価レベルが計算できる



• 結果例を示す



場所

居酒屋か ファミレスか

歩いていけるところか 車でいくところか

大学の近くか 駅近くか

食事処
平日 夜 週末 夕方
個室的 全員入れるところか

料理
和風か 洋風か
2000円以内か 以上か
飲み放題か 別か

アクティビティ 移動
カラオケ（２次会）つけるか 否か
車なら乗り合いか 一般交通機関か

どちらでもよい

居酒屋 ファミレス
どちらでもよい

歩き 車
どちらでもよい

大学近 駅近

どちらでもよい

和風 洋風

・
・
・

最も多かったところを●にし、カテゴ
リごとに線を引く

これらをまとめると



• 1 場所は 居酒屋を多くの人が希望している

• ２ 時期と規模は どちらかというと平日、個室を好ん
でいる

• 3 食事処は どちらかというと洋風を好んでいる

• 4 アクティビティはカラオケを望み、車の乗り合いを好
んでいる

以上の結果から



• 平日の夜、駅近くの居酒屋で、個室に近いも
のがあるところを探すこととした。

• 乗り合いで、車に乗る人はカラオケに移動で
きるように、あらかじめ見つけておくことにした。

目的を明確にして、目的に対する仮説を
十分に考え、具体的な質問を行うことが
重要になってくる



アンケートの設計には
適切な解析方法を知っておくことが重要



Step1 設計

• 目的の明確化

• 目的に合わせた結果系指標と要因系指標の
仮説を立てる

• 実施するためのサンプル数を決める

• およそ30-100を一般的には考える

• 重回帰分析には質問数×３倍のサンプルが
いる



調査方法を決める

郵送法 面談法 インターネットなど

（長所と短所がある）



• 設計の手順

• 1 調査の目的を決める

• 2 仮説を立てる（結果系、要因系指標）

• 3 アンケート用紙の作成

• 4 調査対象者を決める

• 5 調査方法を決める

• 6 アンケート調査を実施する



Step2 解析

• 解析では 回収されたアンケートの結果をま
とめ、得られる情報を抽出する。

• この解析にはいろいろな方法があるが、各解
析の特徴を活かし、必要とする情報を得る解
析方法を選択する。



• 0 結果をマトリックス・データ表にまとめる

• 1 グラフから全体の姿や傾向をみる

• 2 クロス集計から着眼点をみる

• 3 相関分析から質問間の関係をみる

• 4 重回帰分析から目的間の関係度合いをみる

• 5 ポートフォリオ分析により重点改善項目をみる

• 6 親和図から回答者ニーズをみる



目的に見合う解析方法とは
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ランダムを作る

=RAND()



MEGAでファイル共有

https:// mega.nz

アカウント

Kimuakia＠msn.com

パスワード

Kimuakilabo1



演習
• 模擬調査研究を行う

• １ テーマを決める
• ２ １つの特性（結果系指標）を決める（１～５） 対比SD

• ３ サンプル数を考慮した数の、要因（要因系指標）を決め
る（１～５） 対比SD

• ４ サンプル数を決める
• ５ 実施方法を決める
• ６ アンケート用紙を作成する
• ７ （ここで、投票にて、２つのグループの調査を選択する）
• ８ （実施する＞AAを利用する）



結果のまとめ方







































注意
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コツを伝授

• アンケートは目的を明確にして結果系を設定
し、要因系を設定すると習ってきた

• 加えて、

• 要因の中の構造を意識すると、よりアンケー
トが生きてくる。

それは、態度と実際の行動の矛盾をつくものだ



健康に気をつけている
と答えながら

朝ご飯を食べることが健康に良いと思いながら
Q 朝ご飯を食べることが健康に良いと思う（態度もしくは知
識）

Q 実際、今日朝ご飯を食べましたか（事実の確認）

この二つの回答に矛盾がある場合を想定して用意できるの
がプロである。

（経済的、時間的に余裕がなく切迫している、状況になってし
まった（過去はそうでなかったのだが））など・・・
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調査研究演習

• あなたが、ここのところ気になっている社会の
出来事を

• 書き出してみよう

• その中で、健康に関するものを選んでみよう

• PTに関わっていればなおよい



• それでは、クラスのみなにアンケート調査を
行うことにしよう

• 68人くらいいるので

• 68/3＝23個くらいの質問が設定可能だろう

• しかし、集計が大変なので、10個くらいにして
おこう



• さっそくSD法で質問と回答を作成してみよう

• 対立させることにコツがあったんだよね



DO？
質問 作成タイム 15分



• ではさっそく、クラスの人に実施してみよう

10分



• 回答を回収しよう

• 結果の入力、データ整理は大変だぞ

20分



• さあ、結果の整理をしよう

RとRGを活用しよう



• 結果の整理2

• ポートフォリオを作成しよう

• 縦軸 横軸 どうしますか？



結果の発表

• では結果に及ぼす要因の影響を見て行きま
しょう。



•WAIT？



•講評しましょう。



•頑張りました。

•Good Luck!


